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要旨  

 

ドラマ手法による日本語コミュニケーション能力の向上 

――――学習者ビリーフ調査から― 

 

研究背景・目的 

今中国の日本語教育現場においては学習環境が整っておらず，学習リソースなども不備であ

る。その結果，中国人学習者のコミュニケーション能力の伸びにはあまりよくない傾向が見ら

れる。中国人日本語学習者のコミュニケーション能力を向上させるために最も適した教授法を

探す必要があると考えている。そこで，本稿ではまず，中国人日本語学習者を対象とした調査

により，彼らが日本語学習にどのようなニーズを持っているのか，特に日本語コミュニケー

ション能力を向上させるためには，ドラマ手法が役に立ち，学習者ニーズにも応えられるので

はないかと考え，それを検証することを目的としている。 

 

分析結果および考察 

本稿は学習しようとする段階の学習動機づけと日本語学習段階における学習者ビリーフの調

査を行う。また，ドラマ，ドラマ手法の使用状況について調査を行う。結果は以下のようにな

る。 

日本語学習動機づけ調査から以下のようなことが明らかになった。 

� 学習者は日本の文化，習慣など社会全般に関心が高い。日本語，日本の文化習慣を体験し

たいと期待している。 

� 日本語のマンガやドラマなどのサブカルチャーを学習リソースとして積極的に受け入れ

ようとしている。しかし，そうではない学習者もいる。 

� 将来のため，活用できる日本語を学習したい。 

 

学習者ビリーフ調査から以下のようなことが明らかになった。 

� 学習者が日本文化を重視し，全て教科書に頼るのではなく，非言語なども含め会話中心の

授業を求めている。しかし，今の授業ではこのニーズの応えていない傾向が見られる。 

� 学習者が著しい「目型」の学習方法を指示しながら，協同学習などコミュニケーション能

力を向上する学習ストラテジーを積極的に受け入れ，実用的な日本語を学習したいと考え

ている。 

� 今の日本語学習の学習環境はあまりよくなく，学習リソースが不足している。そのため，

学習者の教師にたいする依存性が高い。ほとんどの学習者が日本語のコミュニケーション

を向上させるためには，母語と日本語の両方を使うと効率がいいと考えている。 

 

ドラマ手法のビリーフ調査において以下のことが分かった。 

� 現在中国の日本語授業で使われている教材は学習者すべての多様性や個別性に対応する
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ことは困難である。学習者は特に日本語の実用性を重視している。固い日本語ではなく，

若者言葉や生活に近い日本語を学習したいという。 

� ほとんどの学習者はドラマを使って日本語の授業を受けたことがない。だが，ドラマを

使ってほしいという要望が高い。しかし，ドラマ使用を望まない人もいる。 

� ドラマ手法を使って日本語と日本のことを理解してから，日本語のコミュニケーション能

力を伸ばしたい。 

� 学習者はグループで協同学習することにより，授業の主体になる可能性がある。 

 以上の結果から，現在，中国の日本語学習者のニーズは多様化するとともに，日本の文化，

日本社会，生活習慣などの日本事情について学習したいという要望が高いことが分かった。ま

た，日本語の実用性，コミュニケーション能力を向上することも強く求めている。しかし，現

在中国の日本語教育においては，楽観できない現状と問題点が存在している。教員の質の不均

衡，ネイティブ教師の不足，時代性が欠如した教材，シラバス，教授法と日本語コミュニケー

ション能力育成のバランス不均衡などの問題があるという。調査結果により，上で述べた問題

は学習者ニーズを満たせないことが明らかになった。さらに，中国の大学における日本語学習

者のコミュニケーション能力を向上させるために，ドラマ手法が有効な手段として導入する可

能性と必要性があることを明らかにした。 

 

今後の課題 

本研究では，学習者ビリーフ調査により，多くの学習者は日本語コミュニケーション能力を

向上させるにはドラマ手法が必要だと思っていることを明らかにした。しかし，初級クラス，

中級クラス，上級クラスなどのうちどのようなクラスに導入したほうがいいのか，また，教師

の役割はどうなるのか，ドラマ手法を用いることでコミュニケーション能力を向上させるとい

う目的を図れるかなどについては，まだ不明な点が多く，さらなる分析が必要である。  
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